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岩手県病院薬剤師会 

      会長  工藤 賢三 殿 

報告年月日 令和 3年 3月 8日 

報告者 佐藤 裕司 

会議等の名称 令和 2年度 第 1回 県薬･病薬合同 地域連携ワーキンググループ会議 

日 時 令和 3年 2月 27 日(土) 15：00～17：00 

場 所 岩手県薬剤師会館 研修室 

会議等への出席者

岩手県病院薬剤師会 

佐藤文彦  岩手医科大学附属病院・総務委員会 

佐々木栄一 盛岡赤十字病院   ・医療安全対策委員会 

佐藤哲治  岩手医科大学附属病院・薬剤業務・災害対策委員会 

岩手県薬剤師会 

佐藤裕司  総合花巻病院   ・診療所 勤務薬剤師部会 

中田義仁  中田薬局小佐野店 ・在宅医療推進委員会 

村井利昭  ㈱村源      ・薬局ビジョン推進委員会 

金野良則  気仙中央薬局   ・薬局ビジョン推進委員会 

遠山明宏  リード薬局    ・在宅医療推進委員会 

高橋秀和  岩手県立中部病院 ・診療所 勤務薬剤師部会 

高橋典哉  岩手県立中央病院 ・診療所 勤務薬剤師部会 

伊藤貴文  ファースト調剤薬局・在宅医療推進委員会 

野舘敬直  ポプラ薬局    ・薬局ビジョン推進委員会 

オブザーバー 熊谷明知 

会議等の主要テーマ 県薬･病薬合同地域連携ＷＧ設置の目的及び活動の方向性について 

《 報 告 要 旨 》 

１．報告事項 

(1) 県薬･病薬合同 地域連携ワーキンググループ会議設置の経緯について 

県薬(在宅医療推進員会)と病薬(中小委員会)における薬薬連携の実態調査から、「薬薬連

携の必要性と推進」をテーマに県薬-病薬の連携の話し合いの場を設けてはどうか、という発

想から設置に至った旨を説明した。 

なお、ＷＧの名称について、標記の通りとすることで合意した。 

(2) 地域連携の現状について 

県薬(在宅医療推進員会)と病薬(中小委員会)で実施した薬薬連携に関する調査結果につい 

て説明した。 

２． 協議 事項 

(1) 県薬･病薬合同 地域連携ワーキンググループの活動の方向性について 

【目的】 

患者に安心で継続した薬物療法を提供するため、地域において、病院薬剤師と薬局薬剤師の

連携による服薬情報等の継続的な情報共有、多職種の役割を理解したうえでの連携による患者

支援を進めていく必要があることから、薬薬連携推進に向けた検討を行うことを目的とする。
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【活動の方向性】 

薬薬連携の現状を踏まえ、抽出された課題解決に向けた検討を行うとともに支援策を実施す

る。また、今後の「薬薬連携」に向けた取組みだけではなく、現在行われている「薬薬連携」

に関する情報発信も重要であることから、併せて行っていく。 

○抽出された課題 

・外来通院患者の情報の共有（薬局⇔病院） 

・疑義照会簡素化(プロトコール)の取組み 

・入退院時の患者情報の提供･共有（薬局⇔病院） 

・上記に伴う書式（服薬情報提供書）の統一化と記載方法 

・改定薬機法への対応 

・電子おくすり手帳のフォーマットの相関性と普及実態 

・ＱＲコードの活用状況と今後の対応 

○課題解決に向けた取組み 

優先順位を決め、内容について具体的に検討する。 

① 施設間の連絡のための書式統一化に向けた検討。 

・「疑義照会簡素化(プロトコール)」から着手する。 

・各病院で実施されている「合意書」を収集し、項目別の一覧表を作成する。 

・「疑義照会簡素化」及び「服薬情報提供書」の書式を検討する。 

※ 病薬統一版を作成し、それを全県版とすることを提案。 

・運用開始時に「薬剤師法・療養担当規則等の解釈」及び「記載方法」に関する説明会

を実施する。 

※ 「合意」「疑義」「服薬情報提供」等の解釈や「処方」「薬歴簿」等への記載、

「患者情報に基づいた報告事例」等。 

・運用開始は、半年後を目指す（病薬常務理事会並び総会で承認が必要）。 

② 薬薬連携に必要な「（電子）おくすり手帳」「ＱＲコード」の活用状況について 

薬局を対象とした調査を行うことを念頭に、調査項目を検討することとした。 

(2) その他 

  ・次年度は、本会議を複数回開催し、県薬・病薬間の意見調整を行い、相互の理解を深めながら、

「課題」にひとつずつ取組んでいくこととする（次回開催：6月頃を予定）。 

以上


